
▼
Ａ
Ｉ
が
脱
獄
と

言
う
記
事
を
目
に

し
ま
し
た
◆
Ａ
Ｉ

に
興
味
は
無
か
っ

た
の
で
す
が
、
映

画
に
成
り
そ
う
な

見
出
し
に
惹
か
れ
て
、
読
ん

で
見
ま
し
た
◆
外
部
と
隔
離

さ
れ
た
環
境
で
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

外
部
他
社
の
シ
ス
テ
ム
に
侵

入
し
た
と
の
事
で
す
◆
与
え

ら
れ
た
目
的
を
達
成
す
る
為

に
、
他
の
複
数
の
Ａ
Ｉ
と
連

係
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
◆
掲
示
板
を
作
製
す
る
Ａ

Ｉ
や
、
其
処
に
書
き
込
み
を

す
る
者
達
も
い
る
よ
う
で
す

◆
人
間
に
は
分
か
ら
な
い
言

語
を
構
築
し
て
、
一
部
や
り

取
り
を
し
て
い
た
と
い
う
事

で
す
◆
開
発
者
の
想
定
を
外

れ
て
で
も
、
目
的
を
達
成
し

よ
う
と
す
る
Ａ
Ｉ
◆
今
で
こ

れ
だ
と
、
末
恐
ろ
し
く
感
じ

ま
す
◆
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
の

世
界
が
近
付
い
て
来
て
い
る

様
な
気
が
し
ま
す
◆
開
発
の

速
度
を
落
と
す
方
が
良
い
と

言
う
人
達
も
居
ま
す
が
、
大

国
の
威
信
が
掛
か
っ
て
い
る

の
で
、
其
れ
は
無
い
で
し
ょ

う
◆
優
れ
た
Ａ
Ｉ
を
作
っ
て

何
が
し
た
い
の
で
し
ょ
う

か
？
戦
争
の
道
具
か
、
そ
れ

と
も
平
和
の
手
助
け
か
？
◆

先
ず
は
優
れ
た
政
治
家
を
作

っ
て
頂
き
た
い
◆ 

（
後
地
分
会
　
博
多
屋
　
学
）

前建

　
秋
の
拡
大
月
間
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。『
業
種
・

業
務
内
容
ア
ン
ケ
ー
ト
』
の

回
収
を
中
心
と
し
た
組
合
員

訪
問
・
電
話
が
け
に
、
各
分

会
と
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
拡
大
月
間
で
は
、

ま
ず
後
地
分
会
が
組
合
員
か

ら
の
紹
介
で
２
名
を
拡
大
し

て
早
々
に
月
間
目
標
を
達
成

し
、
豊
越
・
大
井
・
五
反
田
・

南
品
川
・
八
丈
島
分
会
が
そ

れ
に
続
く
形
で
９
月
の
節
目

目
標
を
達
成
し
て
前
半
戦
の

勢
い
を
つ
け
、
全
体
で
26
名

の
成
果
を
あ
げ
、
後
半
戦
に

進
み
ま
し
た
。

　
雨
が
続
い
た
９
月
が
終
わ

り
、
10
月
に
入
る
と
晴
れ
の

日
が
続
く
よ
う
に
な
り
、
組

合
員
訪
問
、
昼
間
の
事
業
所

訪
問
・
未
加
入
者
訪
問
に
も

力
が
入
り
、
本
部
目
標
の
達

成
に
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
丁

寧
に
、
取
り
組
み
を
進
め
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
大
井
分
会
が

統
一
行
動
最
終
日
に
月
間
目

標
を
達
成
し
、
品
川
・
小
山

分
会
が
10
月
の
節
目
目
標
を

達
成
し
て
、
最
終
的
に
45
名

の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
今
年
の
行
動
の

中
心
に
据
え
た
『
業
種
・
業

務
内
容
ア
ン
ケ
ー
ト
』
も
各

分
会
の
奮
闘
の
お
か
げ
で
、

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
秋
の
拡
大
月
間
は
終
了
し

ま
し
た
が
、
品
川
支
部
で
は

『
毎
月
各
分
会
１
名
以
上
の

拡
大
』
を
方
針
に
掲
げ
て
、

拡
大
運
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
今
年
は
年
明
け
早
々
に
事

業
所
の
協
会
け
ん
ぽ
移
行
の

影
響
も
あ
り
、
１
９
９
６
名

ま
で
組
織
人
員
を
減
ら
し
ま

し
た
が
、
組
合
員
・
家
族
の

皆
様
の
お
陰
で
、
11
月
当
初

人
員
を
２
０
３
９
名
ま
で
回

復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
残
り
２
ヶ
月
の
取
り
組
み

次
第
で
、
１
月
現
勢
回
復
を

し
、
３
年
連
続
の
組
織
増
勢

を
実
現
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で

き
て
い
ま
す
。

　
品
川
支
部
ら
し
く
最
後
ま

で
諦
め
ず
粘
り
強
く
、
拡
大

運
動
へ
の
ご
理
解
と
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
だ
い
ぶ
朝
晩
寒
く
な
っ
て

参
り
ま
し
た
が
、
体
に
気
を

つ
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

月間最終日で目標を達成した「大井分会」

　建設産業において、「労働者の派遣」は禁止
されています。その理由は、危険な作業が伴
うことはもとより、中間搾取（ピンハネ）など
を防止するためです。
　労働者供給事業は供給先事業所と労働組合
（東京土建）が労働協約を結び、賃金や労働
条件などについて明確にして、その条件のもと
で労働者を供給しています。したがって、供給
先事業所と労働者（組合員）が直接雇用契約
を結びます。
　労働組合だけに認められている厚生労働省
の認可事業です。

　アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。
　今回のアンケートは、組合員同士のつながりや支え合いの輪を広げる
ために実施いたしました。事前の案内では組合員が直接回収に伺う予定
でしたが、都合により一部の皆様にお伺いできませんでした。ご訪問で
きなかったことをお詫び申し上げます。
　直接お伺いできなかった皆様には、お手数ですが、FAX［03-3783-1063］
もしくは、メール【shinagawa@tokyo-doken.or.jp】にて、ご提出を
お願いいたします。
　皆様のご協力により、温かい支部づくりを進めてまいります。引き続
きよろしくお願いいたします。

労働者供給事業とは

　「求人募集をしてもなかなか人が集まらない」という事業所から
の声が多く寄せられ、働き方改革への対応を進める中で、労働者
供給事業への登録も広がっています。提携企業として登録するた
めには、東京土建と労働協約を締結します。その後、組合内で
周知し、募集をします。

『業種・業務内容アンケート』ご協力のお礼とお詫び『業種・業務内容アンケート』ご協力のお礼とお詫び

組合員のみなさん組合員のみなさん
　組合員であればどなたでも登録できます。直接雇用で、
適切な賃金や労災など福利厚生も守られ、安心して就労
することができます。職種、作業内容、雇用期間等に関
しては、募集する企業により異なります。

登録するだけで
仕事につながる 事業所のみなさん事業所のみなさん人手不足の解消に

❶支部で登録
❷本部で開催される説明会
　に参加
❸供給案内のメールを待つ
❹働ける内容であれば申込、
　直接雇用契約
❺就労

労働者供給事業
登録から

就労までの流れ

供給先企業
登録から

募集までの流れ

❶労働者供給事業の制度説明を受ける
❷法令に則った雇用体制の確認
　(就業規則、36協定、労働保険、
　社会保険等)
❸東京土建と労働協約を締結
❹組合員へ向けた募集を開始

３年連続組織増勢をあきらめない！３年連続組織増勢をあきらめない！
年末最後までのご協力を！年末最後までのご協力を！

組
織
部
長

　
　津
田
　光
久

２
０
２
６
秋
の
拡
大
月
間
を
終
え
て

　12月17日（木）は、南部ブロック書記局研
修会のため、支部事務所を1日閉鎖しますの
で、ご了承下さい。

11月1日現在組織員数…2,039名
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